
過去の出題傾向について確認しておこう！

九大入試研究�化学�

▶ 出題一覧表

過去 10 年の九州大学の入学試験(化学)で出題された分野を，次の表にまとめた。
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▶ 分析と対策

2016 年は昨年と同様に�題であった。全体として問題の難易度が高く，分量も多いのでスピードが求められる。

教科書レベルの知識を問う設問が非常に多いので，対策として，まずは高校の教科書を徹底的に学習することが

重要である。例年，制限時間に対して設問数が多いので，問題文の内容をすばやく把握し，テキパキと計算しなけ

れば，高得点は難しい。計算問題に関しては，標準〜やや難の演習を徹底的に積んでおくべきである。
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